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（平成 20 年 7 月 31 日　受付）
Proceedings of the seminar on histopathological diagnosis
held in Tohoku Research Station，2007
Prefectural Veterinary Pathologists in Tohoku district1)
National Institute of Animal Health2)
Tohoku Research Station，National Institute of Animal Health3)
1）川畑正寿（Masatoshi KAWAHATA）：青森県東青地域県民局地域農林
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さ 130 ～ 160 nmの薄いシスト壁が確認された。心筋に





































上皮細胞間橋と基底部，上皮細胞質内に Bovine herpes 





















































Fusobacterium  sp. およびPrevotella  sp. が分離された。
分離菌の遺伝子は，相同性検索によりFusobacterium 










































1農場約 50 頭の放牧羊のうち，14 ヵ月齢の 1頭が放牧






































































































































　病　歴：牛（交雑種・肉用）， 40 日齢，雌。2007 年 4



































動物園にて展示していたゴリラが，2006 年 10 月頃，外
陰部からの出血を認め，その後食欲不振を示した。抗生
物質等による治療を継続して実施していたが，次第に寝




































牛：199 mg/dl，正常牛：45 ～ 75 mg/dl），静脈内糖負
荷試験（0.4 g グルコース /kg 体重）では血漿グルコー
ス半減時間は延長していた（当該牛：0.95 時間，正常牛：


































































































































6 月 25 日，繁殖雌牛 2頭を飼養する農家で，母牛 1頭
が死産子牛を娩出した。母牛は同日正午ころから産気づ
き，夕方に臨床獣医師が牽引した。母牛は 2産目で，種








































　生化学的検査：TP: 7.3g/dl，Alb: 3.52g/dl，γ- Glob: 













成牛 35 頭，育成牛 10 頭を飼育する一酪農家で，出産予
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図13：大脳皮質における神経網の空胞化と黄褐色顆粒を含
む細胞の浸潤。HE染色，Bar=50㎛。
東北各県病理担当者，動物衛生研究所，動物衛生研究所東北支所
